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「当たり前の事」 

先日、初めて来ていただいた給食配膳員の方から、「栗真小

の子どもたちは、グラタンのアルミ皿をきちんと折りたたんで

捨ててくれるから、ごみが少なくて助かりました。それに、お

掃除も熱心で上手ですね。床がピカピカで学校がきれいで

す。」と、ほめていただきました。当たり前の事と思っていた

ことを改めてほめていただき、とてもうれしかったです。 

また、今月行われた運動会では、どの演技にも精一杯がんばっている子どもた

ちの姿が、強く心に残りました。特に縦割り班対抗リレーでは、受け継いだバト

ンを少しでも早く次の人に渡そうと力の限り走る姿や諦めず最後まで全力を出し

切る姿、また、仲間のがんばりをたたえ一生懸命応援する子どもたちの姿に感動

しました。最後まで精一杯走ることは、当たり前のことかもしれませんが、当た

り前のことを精一杯やり遂げている姿を見て感動せずにはいられませんでした。 

「凡事徹底（ぼんじてってい）」という言葉があります。これは、「何でもない

ような当たり前のことをしっかりやり続けること、その積み重ねが大切である」

ということです。日米通算 4367 安打を放ったイチローさんも「小さなことを積

み重ねるのが、とんでもないところへ行くただ一つの道だ」と言っています。当

たり前のことを精一杯積み重ねることのできる人は、

将来大きなことができる人になれるのだと思います。 

しかし、何でもない当たり前の事をしっかりやるこ

とは、ましてそれをやり続けることは、なかなか難し

いものです。また、当たり前のことは、しっかりやり

続けていたとしても、「できて当然！」と、見過ごさ

れがちです。 

子どもの当たり前のようにできていることに目を向け、見逃さず、誉めて認め

て、応援し、子どもたちに「凡事徹底」の力をつけていきたいものです。 

是非、お子さんと、当たり前のことをしっかりやり続けることの大切さにつ

いて、話し合ってみてください。 

 

 

１１月の主な行事予定 

４日(金)  ZOOM 社会見学(５年)   １８日(金)  栗真小フェスティバル準備  

４日(金) 学年活動(４年)                       １９日(土)  栗真小フェスティバル  

   ７日(月)  委員会活動              ２１日(月)  代休  

８日(火)  食教育(３年)      ２２日(火)  第２回学校運営委員会  

１０日(木) 水泳教室(３・４年)   ２４日(木) 水泳教室(３・４年) 

１５日(火) 海外との交流(６年）      ２５日(金) 人権フォーラム(６年代表) 

１７日(木)  どんぐり拾い(１・２年) ２８日(月) クラブ  



「運動会のふりかえりより」 

 うんどうかいのダンスがおもしろかった

です。はじめてうんどうかいをしたので

きんちょうしましたが、ママがおうえん

してくれたのでがんばりました。－1 年－ 

たまいれが たのしかったです。いっぱいたまが 

はいってうれしかったです。さいしょ、たまがあ

んまりはいらなかったから くやしかったです。

たまいれが かててうれしかったです。－1 年－ 

○大玉ころがしで、風が強かったけど、風にまけないようにがんばってできた。  

○元気いっぱいおうえんしてもらってうれしかった。  

○とく点に入らないえんぎも  おうえんできた。  

○しゃべらずにたくさんおうえんできた。  

○５０m 走で、足をはやくうごかせた。    

○ダンスをキレキレにおどれた。元気におどれた。     

○たてわりはんリレーで、バトンをおとさずにわたせた。いっしょうけんめいに走った。  

○大玉のときにみんなでいっぱいおうえんできた。   

○思い切り楽しんで運動会をがんばった。  

○大玉ころがしで、下から上手にころがせた。 

○たてわりはんリレーで、バトンを「はい！」と言ってわたせた。    －2 年－ 

 私が一番心にのこったことは、三・四年生で力を合わせておどった南中ソーランです。  

 学校や家ですごく練習をして先生が言っていたのばすところやこしを曲げるところなどをすご

くいっぱい練習しました。わたしは、こしをまげるところがすごくにがてでこしをひくくするの

を工夫しました。そしたらこしを高くまげるより、こしをひくくするくせがついてかっこよくお

どることができました。 

 そして本番すごくきんちょうしてあともうすこしで自分のじゅん番だと思ってすごくきんちょ

うしていたけど、今までいっぱい練習してきたから、かっこよく上手に三・四年生で力を合わせ

ておどることができたんだとわたしは、思いました。三・四年生が力を合わせておどることがで

きたのは、みんな友だちで、なかよしだからだとわたしは、思いました。家族のみんなも「ソー

ラン上手だったね。」や「かっこよかった。」といっぱい言ってくれてすごくうれしかったです。  

                                 －3 年－ 

ソーラン節で声をいっぱい出せたから安心した。台風の目でせいいっぱいはしれたから嬉しか

った。 

 全校リレーで 1 人も抜けなかったけどバトンを最後までわたせたから「よっし！」と思った。  

 玉入れで、すぐ近くまでいって上にポイポイ投げてたらすごく入ったから嬉しかった。  

 他のきょうぎを見て、みんな上手だったからあつくなった。      －4 年－  

 私が一番みんなと協力したなと思えるきょう技は、玉入れやリレーです。  

 玉入れでは、1 年生から、6 年生まで力合わせて玉をなげられてうれしかったし、楽しかった

です。 

 リレーでは、1 年生からスタートし、6 年生がアンカーでみんなでバトンをつないで走れたの

が楽しかったです。私の中で一番がんばったのは、「新時代～未来へ～」です。みんなが最初か

ら最後まで、全力で 1 人わざをして、旗をみんなで合わせて、力強くふれてうれしかったし、楽

しかったです。 

 私が二番目にがんばったなと思えるのは、100m 走です。私は、多分初めて、二位になれたと思

うからです。                             －5 年－ 

 今年は小学校最後の運動会でした。この日までみんなが一生懸命に練習をつみかさねてきまし

た。自分たちの「新時代～ミライへ～」では一人技を決めるごとに拍手がもらえてとてもうれし

かったです。フラックもみんなのタイミングがなかなかそろわなかったけど、本番は練習の成果

をしっかり出し切ることができました。リレーでは一年生から六年生までが協力し、最後までバ

トンをつなぐことができました。一人ひとりががんばって走ってバトンをつなぐということに感

動しました。私は、そのバトンをつなぐアンカーとして走りました。  

 競技の得点は赤白引き分けでした。それは、運動会の練習をみんなが同じくらいがんばってい

た証なのだと思いました。                       －6 年－ 


